
　株式会社オンワード樫山 第一事業部門（部門担当 取締役常務執行役員　碓氷　貴男）は、土

に埋めると、バクテリアに分解されて大地に還り、土中に有害物質を残さないエコロジー衣料の

第2弾として「バイオテックジャケット（ＢＩＯ ＴＥＣＨ ＪＡＣＫＥＴ）」を開発。メンズ主力ブランド「五大

陸」「Ｊ．プレス」に採用し、全国有名百貨店で10月6日（水）から発売します。

　日本における繊維製品のリサイクル率（リユース含む）は約26％（※1）にすぎず、年間69万トン

強（※2）の繊維廃棄物が焼却、埋め立て処理されており、他の生活用品に比べるとリサイクルが

進んでいないのが現状です。そこで、「衣料品メーカーとして自社製品の循環に責任を持つべ

き」という考え方に基づき、自然界への循環を考慮した「バイオテックシリーズ」を開発。その第1

弾として、今夏に「バイオテックスーツ」を発売しました。

　 今秋冬は、ジャケットスタイルの人気が高まる中で、「バイオテックシリーズ」の第2弾として、

「バイオテックジャケット」と「バイオテックパンツ」を商品化し、当社のメンズ主力ブランドである

「五大陸」「Ｊ．プレス」で発売します。

　「バイオテックジャケット」と「バイオテックパンツ」は、外見や耐久性は普通の衣料品と変わら

ず、高いファッション性を備えながら、自然界に存在するバクテリアに分解されて土に還る「生分

解性衣料」です。ご不要となった際に、土に埋めるとほぼ1年で、バクテリアの酵素により水と二

酸化炭素に分解されます。また、人間の健康を害する物質と定義されている重金属類、発ガン性

物質、アレルギー誘発物質が使用されていないということを、エコテックス国際共同体の試験機

関によって証明された「エコテックス規格100」を、認定取得しており、土中に有害物質を残しませ

ん。

　※1、※2独立法人中小企業基盤整備機構「繊維製品3Ｒ関連調査事業」報告書より

 

 

■繊維リサイクルの現状

　21世紀を迎えて10年目になった今、私たちの豊かな生活とは引き換えに、環境問題は深刻化して
います。かけがえのない地球環境を未来に引き継ぐために、限りある資源を有効に活用する取り組
みが、行政や様々な業界で始まっています。

 　一方、衣料品に関しては、日本の市場規模が米国についで世界第2位と巨大化しており、流行の変
化に伴う衣料品の買い替えサイクルは年々早くなり、毎年大量の衣料品がゴミとして廃棄されていま
す。

 　中小企業基盤整備機構の実施した「繊維製品3Ｒ関連調査事業」報告書によると、衣料品のリサイ
クル率（リユース・リペア含む）はわずか26％しかなく、年間69万トン強もの衣料品がそのまま焼却、
埋め立て処理されており、他の生活用品と比べるとリサイクルが進んでいないのが現状です。

 　地球環境のために、繊維製品のリサイクル率の向上を図っていくことは、我々衣料品業界におい
て、重要な課題となっています。

■品目別リサイクル率
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出所：ガラスびんリサイクル促進協議会
アルミ缶リサイクル協会

 スチール缶リサイクル協会
 PETボトルリサイクル協会（回収率）

 古紙再生促進センター
 (独)中小企業基盤整備機構 「繊維製品3R関連調査事業」報告書



 

■商品名 バイオテックジャケット（ＢＩＯ ＴＥＣＨ ＪＡＣＫＥＴ）
バイオテックパンツ（ＢＩＯ ＴＥＣＨ ＰＡＮＴＳ）

■商品ロゴマーク

■展開ブランド

 

■商品写真



＜五大陸＞
ジャケット ￥51，450（税込み）
カラー ブラック、ブラウン
パンツ ￥19，950（税込み）
カラー グレー

＜Ｊ．プレス＞
ジャケット ￥51，450（税込み）
カラー ネイビー
パンツ ￥19，950（税込み）
カラー グレー
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